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第四紀は現在を含む最新の地質時代で，北半球の大陸氷床が中緯度まで達するような極端
な寒冷期の繰り返しによって特徴付けられる．また，その激しい環境変動の中で人類が進化し
て地球上に拡散し文明を築きあげた時代でもある．2009 年６月，この第四紀の地質年代上の
地位が数十年の議論の末に確定されるとともに，第四紀の始まりが更新世の始まりとあわせてこ
れまで用いられてきた 181 万年前から 258 万年前に変更された．地形や地層，雪氷に残され
た第四紀の地質学的情報は，地球環境変動の復元や大規模自然災害の近未来予測の基礎とし
て，いや増して重要性が高まっている．そこで，最新の議論に基づいて，第四紀の新しい定義
の意味とそこに至る経緯や今後の展望を紹介する．

第四紀の新しい定義：人類の未来を開く鍵として
広島大学 大学院文学研究科　　奥村 晃史

2009年 5月末，国際地質科学連
合 -国際層序委員会 （IUGS-ICS） の投票が
終了し，第四紀の新しい定義についての国
際第四紀学連合 -国際層序委員会第四紀層
序小委員会 （INQUA-SQS） 提案が大多数の
支持を得た．この投票結果は IUGS 執行委
員会で承認され，2009年 6月 30日， IUGS
の リカルディ会長によって新しい第四紀
の定義を批准する文書が ICS に伝達され
た．その内容は以下の通りである．

（1）  更新世・更新統の下限は，更新世・更
新統がジェラシアン期・ジェラシアン
階を含むように引き下げ，ジェラシア
ン期・ジェラシアン階の下限が定義さ
れているモンテサンニコラ GSSP 

（Global Stratotype Section and Point：図1） 
をもって定義される．

（2）  第四紀・第四系の下限，すなわち新第
三紀・新第三系 （Neogene） と第四紀・
第四系の境界はモンテサンニコラ 
GSSP をもって公式に定義され，それ

は更新世・更新統およびジェラシアン
期・ジェラシアン階の下限に一致する．

（3）  以上の定義に従って，ジェラシアン期・
ジェラシアン階は，鮮新世・鮮新統か
ら更新世・更新統に移動する．

以上が批准内容の直訳である．地質年代
区分では，時代を代・紀・世・期，それぞ
れに対応する地層を界・系・統・階とする
階層をもつ区分が厳密に行われている （図
2）．批准内容の紹介では，文書に忠実に時
代と地層を区別して記したが，以下では簡
単のためにいずれか一方だけを記すことと
する．また，カタカナ表記した海外の時代
区分名称からは日本語の単元名を除いて表
記する．
決定を要約すると，新生代が古第三紀

（Paleogene），新第三紀 （Neogene），第四紀 
（Quaternary）に 3分割されることが確定し，
第四紀は正式に紀として認められた．また，
新第三紀は中新世と鮮新世，第四紀は更新
世と完新世に区分されるが，新第三紀と第
四紀の境界，すなわち鮮新世と更新世の境

界は従来のカラブリアンの始まり （1.81 
Ma：Ma =百万年前） からジェラシアンの
始まり （2.58 Ma） に変更された．したがっ
て，これまで新第三紀の鮮新世に区分され
ていたジェラシアンは第四紀更新世の一部
となった．
そして，新しく第四紀と更新世の始まり
を示す地質断面とその断面上の厳密な位置 

（GSSP: 地質年代区分のための国際標準地
質断面および層準） は，イタリアのシチリ
ア島南部，モンテサンニコラの露頭で定義
されるジェラシアンの始まりの層準 （基
底；図 1） に設定された．ここで第四系基
底は，地磁気極性の反転を指標として組み
立てられる年代尺度の，ガウス／松山地磁
気境界の約 1 m上位に位置する．その年代
は，岩相の周期的な変化を春分点・地軸の
傾斜・公転軌道の離心率の周期的変動に起
因する太陽エネルギー入射量変化から説明
する，軌道要素年代学に基づいて 2.588 
Ma と求められた （Gibbard et al., 2009）．
この年代値とその下位のガウス／松山境
界の年代値 2.582 Ma， 小数 3桁目 （0.001 
Ma：千年前） の精度の不確かさを考慮し
て，日本への導入では 2.58 Maを第四紀の
始まりとし，他の年代値についても有効数
字 3桁での表記を標準とすることが提案さ
れている （後述：図 2）．
第四紀を特徴づける大規模な大陸氷床の
発達や， 寒冷化に伴う生物群集や環境の変
動は， 新たに第四紀の始まりとされた 2.58 
Maで突然に起こったものではない．地球規
模の寒冷化の徴候は 3 Ma 以前から存在し，

第 四紀の新しい定義とその地位
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約 2.7 Ma 以降全世界で顕著となった．そし
て，2.5 Ma 以降第四紀を特徴付ける氷期・
間氷期の繰り返しが恒常的となる．つまり， 
新しい第四紀の始まりは，数十万年かけて
起こった地球気候ダイナミクスの変化の時代
の中で，ガウス／松山地磁気境界という汎
世界的に特定が可能な層準に基づいて設定
された （図 3：Gibbard et al., 2009）．

第四紀の地質年代層序上の地位と定義は
過去 100年以上にわたって明確に定義され
ていなかった．1983年にイタリア・カラ
ブリアのヴリカに更新統の GSSP が設定さ
れ，同時に第四系基底とされた．当時，北
半球で大規模な氷床の発達し始めた時期は
不明であったが，地中海以外でヴリカ
GSSP 層準に寒冷化の証拠が認められない
ことは当初から指摘されていた．1999年，
IUGS は強い反対を押し切って第四系の基
底をヴリカ GSSP とすることを再度確認
し，2009年 1月まで変更をしないことを

決定した．
2004年に IUGS-ICS が発表した新しい地

質年代尺度では，第四紀が削除され，新第
三紀（Neogene）が現在まで継続するとの
見解が示された．この見解は，十分な公開
討議や議決を経ずに公表され，IUGS内部
でも批判を受けているが， 第四紀を合理的
に定義して正式に地質時代として存続させ
るための議論を再開する契機となった．
2006年に INQUA は第四紀の始まりをジェ
ラシアン基底に基づいて 2.6 Ma とするこ
とを ICS に提案して承認されたが，IUGS 
は 2009年 1月までの第四系基底問題凍結
を理由に決定を延期した．その後，2007
年 INQUA 大会における新定義提案の採
択，2008年 IGC における討論会を経て，
2009 年の ICS 票決に至った．
票決に至る議論の中では，新第三紀を現

在まで続く地質時代とすべきであるとする
立場からの反論に力点が置かれていた．そ
れは，他の紀・系の境界にみられるような
短期間に起きた顕著な古生物・地史学的変
革が新第三紀・第四紀境界には存在しない

こと，新第三紀を現在まで延長してなおか
つ第四紀を残す場合，第四亜紀 （sub-era）
を設けるような， 地質年代の階層性を無視
する方法しかないことも問題とされた．ま
た，過去 100年以上用いられた鮮新世の定
義を，第四紀の存続のために変更すべきで
ないという意見も根強かった．
これらの反対意見にも関わらず新しい第
四紀の定義が受け入れられた理由は，第四
紀が人類の現在と未来を考えるうえで他の
地質時代とは異なる重要な時代であるこ
と，2.5 ～ 3.0 Ma に起きた地球規模気候シ
ステム変革の意味が認められたことにあ
る．第四紀の始まりを 2.58 Maとすること
により，第四紀は名実ともに地球規模の寒
冷化の時期となった．人類を含む生物に大
きな影響を与える環境変動や大規模な自然
災害を解明し予測するために過去を精度よ
く知ることは不可欠である．第四紀の地球
科学的情報は，陸域・水域・雪氷域を網羅
しているばかりでなく時間分解能がきわめ
て高い点で，人類の将来予測にかけがえの
ない価値を持っている．

日本を含む北太平洋の広い地域で約 2.75 
Ma に始まる寒冷化が確認されている．ま
た，日本には『鮮新－更新統』として，1.81 
Ma の前後に連続する地層群が多数存在
し，新しい第四紀の始まりの前後に堆積が
始まったものも少なくない．このため，陸
域・海域双方の研究者から新しい定義は肯
定的に受け止められている．
日本学術会議地球惑星科学委員会 IUGS 
分科会，同 INQUA 分科会，日本地質学会，
日本第四紀学会は，新しい定義が批准され
たことを受け，それを日本に取り入れて普
及させるための作業を 2009年夏に開始し

T O P I C S 地 質 学

図 2　第四紀更新世と関連する地質時代の日本語表記案．International Commission on Stratigraphy （2009） に基づき一部を改変．Ma は百万年前を示す．

第 四紀定義問題の経過：
1983 年 〜 2009 年

日 本における新しい第四紀の
定義の受容

図 1　新しい第四系更新統基底の模式地， イタリアのモンテサンニコラ露頭．G:ジェラシアン基底 （GSSP）．C:カラブリア
ン基底 （概略の位置を示す）．
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た．さらに，2010年 1月 31日には日本学
術会議において公開シンポジウム『人類の
時代─第四紀は残った』を開催して，新し
い第四紀の定義とその普及，および関連す
る地質時代の名称について活発な議論が行
われた．その中で合意が得られた主な事項
は以下の通りである．

1. 日本は新しい更新世・更新統，第四紀・
第四系の定義を受け入れて今後これを
使用する．

2. 図 2，3に示した年代値は一部検討中で
あるが，これらの年代を上限・下限と
して用いる．

3. 当面は 2008年制定 JIS A 0205に従って
図 2のようなカタカナ表記を用いる．

4. これまで用いられてきた第三紀（古第
三紀＋新第三紀）は非公式な用語とし
て使用することができるが，学術論文，
教科書，地質時代・年代層序表には使

用しない．
5. IUGS が定義する Neogene，Paleogeneに
対応する日本語として，新第三紀，古
第三紀を従来どおり使用する．

6. 地質年代区分の名称として一部で使用
されている沖積世・洪積世の使用は廃
し，完新世・更新世を使用することを
徹底する．地層名として慣用されてい
る沖積層・洪積層は適切に定義される
場合使用を認める．

新しい第四紀と関連する地質年代の定義
は，地球惑星科学諸分野や人類学，土木・
地盤など工学分野にも幅広く関わる問題で
ある．また高校理科教科の地学などの教育
現場でも第四紀の意義を理解して新しい地
質年代区分が用いられることが望ましい．
日本学術会議 IUGS分科会・INQUA 分科
会はこれまでの議論の成果を報告として公
表する準備を進めている．上記の項目につ

いて読者各位にも検討をお願いしたい．

－参考文献－
International Commission on Stratigraphy 

（2009） International Stratigraphic Chart 
2009. （http://www.stratigraphy.org/）

Gibbard et al. （2009） J. Quater. Sci., 25, 
96-102.

Lisiecki, L. E. and Raymo, M. E. （2005） 
Paleoceanography, 20, PA1003. 
doi10.1029/2004PA001071.

■一般向けの関連書籍
町田洋ほか編（2004） 第四紀学， 朝
倉書店．

T O P I C S 地 球 工 学

現代文明が化石燃料への依存から急には脱却できないのであれば， 地球温暖化対策技術とし
て二酸化炭素回収貯留（Carbon dioxide Capture and Storage; CCS）技術の採用は不可避であり，
それはエネルギー源の選択を通じて気候工学の技術を適用することを意味している．回収された
二酸化炭素（CO2）を大気から隔離するには多様な方法が存在するが，その吟味は不十分である．

二酸化炭素を大気から隔離する CCS 技術
電力中央研究所 地球工学研究所　　大隅 多加志

気候を対象にして “ジオエンジ
ニアリング ” を定義するならば （杉山，

2010）， 気候工学という分野が存在するこ
とになる．それは気候系に大規模・意図的
な工学的介入を行うことを指し，地球温暖
化対策として正当化されることになるので

あろう．
現在の海洋中の炭素分布や氷床に残され
た過去の気候記録の解明，サンゴ礁や炭酸
カルシウムを主成分とする堆積物中の微化
石の分析など，地球の気候系の振る舞いの
理解に多大な貢献をしたブロッカー （米国
コロンビア大学）は，人為的な気候系への
介入について「人類が温室効果に関する知
識をもってしまったあとでは，意図的な気

気 候系の理解

図 3　過去 500万年間の気候変化．Lisiecki and Raymo （2005） が集成した底生有孔虫の酸素同位体比変化曲線．縦軸は海水量を近似し，下方向に氷床量
が増加し寒冷化の傾向を示す．時代区分は International Commission on Stratigraphy （2009） に基づく．Ma は百万年前を示す．
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T O P I C S 地 球 工 学

候改造という大きな誘惑が待っている」と
書いている．
地球は海を持つ惑星である．地質時代を

通じて大気の組成を支配してきた反応であ
るユーレイ反応

CaSiO3 + CO2 → CaCO3 + SiO2

は海が存在することで効率的に機能する．
この反応は，二酸化炭素 （CO2） の温室効
果を介して気候への自動安定化装置の役割
を果たしてきた．したがって CO2の大気
濃度を直接制御する CCSの技術は，気候
工学の手法として最も確実なものである．
現在 CCSとして理解されている技術内

容は，化石燃料を利用し大気への CO2の
排出をもたらす工程中で CO2 を回収 

（capture） し， 最終的に大気から隔離・貯蔵 
（storage） することである．この技術を提
唱したのはMarchetti （1977） であり， ジオ
エンジニアリングと呼んだ．この “storage”
の訳語として，わが国の地球温暖化対策基
本法において「貯蔵」が用いられるが，日
本のコミュニティでは 20年ほど前に地質
調査所の小出仁が「貯留」を提唱し定着し
ている．
さて，オーストリアの国際応用システム

分析研究所 （IIASA） のイタリア人研究者
マルケッティの論文表題は 「ジオエンジニ

アリングと CO2問題について」であった．
この場合， ジオエンジニアリング （気候工
学） は， 地球温暖化の原因である 「大気中
に存在する人為起源の CO2」そのものを工
学の対象ととらえ，化石燃料エネルギー利
用工学体系へ end-of-pipe技術を導入する
ものとして構想されたとしてよい．end-of-
pipe技術では，汚染物質生成の原因には手
をつけず汚染物質を工程の末端 （end-of-
pipe） で除去し問題の解決を図ろうとする．
原子力分野の材料研究者として出発したマ
ルケッティは，人類が利用している各種エ
ネルギー源の移り代わりを規定している要
因について考察を進める中で，この着想に
いたったのだろう．この論文では，化石燃
料の利用によって人類が実行しつつある気
候システムへの干渉は化石燃料利用工学シ
ステムの変更 （CO2排出削減） を要請して
いることを述べ，彼の処方箋である CO2

の海洋への処分 （disposal） はジオエンジニ
アリングとしか呼べないもものである，と
の提起が表題にこめられている．

化石燃料 （石炭・石油・天然ガス） は還
元的な炭素を多く含み，大気中の酸素を用

いた燃焼でエネルギー源として利用される
とき， CO2が主要な反応生成物となる．生
成した CO2を大気中に排出希釈してしま
う前に工学的に回収することが可能であ
り， そのことはエントロピーの観点からも
理にかなっている．100％近い純度をもつ
回収された CO2は， 加圧ないし液化するこ
とによって大量輸送が可能となる．残され
た検討課題は， 隔離場所・隔離方法の問題
である．
マルケッティの技術提案は，人為起源

CO2の従来の捨て場所であった大気圏か
ら，海洋表層というバリアを迂回し，人為
起源の CO2をまだ多量には受け入れてい
ない海洋深層水に短絡させる技術手段に
よって，回収された CO2を直接に海洋の
深層大循環へと希釈導入するというもので
あった．処分される CO2が大気から隔離
され続けることを保証する原理は，海洋に
おける密度躍層の存在（海洋の成層構造の
持続性）である．マルケッティは，局所的
な環境影響を避けるための希釈倍率につい
てブロッカーに問い合わせ， 炭酸カルシウ
ム骨格をもつ海生生物への影響が無い濃度
レベルについての知識を論文執筆に役立て
ている．

気 候工学の働きかけた対象は
海洋だった

W. D. Nordhaus (1975)

C. Marchetti (1977)

W. Seifritz (1992)

図 1　二酸化炭素隔離のさまざまな方法．*） 大隅 （1993） は，石炭火力発電所敷地に「現代のピラミッド」を建造するアイデアとして紹介した．**） Marchetti （1977） に紹介されているが，
海洋を利用する隔離においては環境影響の観点から容器を用いるべきであるとの指摘もされている．***） 100年近い歴史をもつ天然ガスの地下貯蔵の実績や 40年以上の歴史を持つ EORで
の CO2利用などの事例から，石油・天然ガス開発の業界では当然視されていた隔離方法であった．
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反 発をよぶ海洋への希釈
回収された CO2を化学反応をさ

せることなく，そのままの形で地球表層付
近に隔離することを考えよう．大量である
ことから気体として扱うのは論外であると
すると，固体，液体，超臨界状態（CO2の
臨界点は，31.3 ℃，7.39 MPa） が候補とな
る．地球表面の 7割が海洋であることを考
慮すれば，海水に溶解して酸性化を引き起
こすような状態である炭酸水 （CO2溶解
水，「水素イオン＋炭酸水素イオン」となる） 
の形態も考慮しうる．大気からの CO2の
隔離方法は， これら各形態について提案さ
れている （図 1）．
マルケッティの技術提案では，希釈倍率
を稼いで局所の酸性化という副作用を低減
させるという技術開発の方向が示唆されて
いた．その具体的な一歩として，京都議定
書締約の後押しもあり， 1997年に液体 CO2

海洋注入希釈実験の国際的な技術開発研究
協力が日本・米国・ノルウェー・カナダの
主に政府資金を用い開始された．筆者も参
加したこの企ては，「処分方法についての
検討という工学的な目的のために，ひとつ
しかない，そしてひとつながりの海洋が実
験台になるのか」という反発を受けること
になった．実施直前まで進んだ海域実験が
2002年に頓挫したことを機に，資金提供
者側の姿勢の変化という大きな打撃をうけ
た．かつて米国スクリプス海洋学研究所の
所長であったロジャー・ルベルは， 化石燃
料の利用で大気中の CO2濃度が上昇して
気候を変えつつあることを， 人類による

「地球物理学の実験」 と呼んだ．しかし， 対
策技術の開発を目的とした意図的な現場実
験について社会の理解を得ることには， 別
種の困難が伴う．これは， すべての気候工

学的な野外実験研究が突き当たる壁であろ
う．

地中 800 m以深の帯水層への
CCSにおいては，地中に CO2が保持され
るメカニズムとして 「残留ガストラップ」 
に大きな期待が寄せられている （図 2）．地
中貯留の場合には，地温勾配の存在によっ
て CO2圧入坑井の坑底付近での CO2は超
臨界状態となる．その密度は 0.5 g/cm3内
外であり浮力を有する．そこで隔離の実効
性を担保するためにもトラップ機能の解明
が大きな課題となる．
炭化水素系化石燃料資源 （石油・天然ガ

ス） の地質時代を通じた集積作用について
の理解を援用し，また天然ガスの地下貯蔵
施設の運用実績や二酸化炭素の油層への圧
入による石油増進回収 （EOR: Enhanced Oil 
Recovery） の経験などから期待される隔離
メカニズムが， 「構造・層位トラップ」 であ
る．地層水を押しのけて実行される超臨界
CO2の圧入が停止されると，CO2貯留層内
において圧力坑井の坑底から放射状に形成
された流体圧力勾配は解消される方向に現
象が進む．この結果，CO2相がより分散し，
地層水に溶解しやすくなる．溶解は炭酸水 

（CO2溶解水） の生成に帰結する．厳密な
意味での 「溶解トラップ」 は，水が CO2を
溶解させるとわずかに密度増加を示す性質
に基づいている．溶解トラップに引き続い
て効果を示す「イオン化トラップ」機能は，
二酸化炭素を貯留する堆積岩を構成してい
る鉱物と CO2溶解水との化学反応の結果
として実現される．このメカニズムは水の
密度増加だけに拠るのではなく圧力低下で
も気相が生じないという確実なトラップ機
能を提供することとなるため ,「溶解トラッ

プ」と区別することが望ましい．
「残留ガストラップ」の概念が CCSの

コミュニティにもたらされたのは 2004年
のことである．気候変動に関する政府間パ
ネル （IPCC） のCCS特別報告書執筆の真っ
最中であった．このトラップ機能は，水と
超臨界 CO2の濡れ特性に差があることに
基づいて多孔質媒体中での表面張力作用を
考察することで説明される．コア試料サイ
ズの室内実験の結果をシミュレーションに
取り込み，二酸化炭素地中圧入実証事業で
の貯留層規模での取得データを説明するの
に用いられている．しかし説明が後付けに
過ぎないとの反論に対して有効に防御でき
ているとは思えない．
より長期の隔離メカニズムとして 「鉱物

トラップ」 作用が提唱されている．しかし
その内容はケースバイケースである．それ
ぞれの根拠として挙げられるのが，室内で
の反応加速実験だけであったり，また地球
化学コードを用いた予測計算結果でしかな
い．大局的にはユーレイ反応類似の鉱物ト
ラップ機能が主張されているに過ぎないと
いうべきであろう．

「鉱物トラップ」の詳細な内容は反応に
関与する地質の条件によって多様であるは
ずで，解明が待たれている．これまでの検
討例から，以下に列挙するような論点が指
摘できる．頁岩への吸着，炭層への吸着な
どは，地層全体として機能するトラップ作
用であろう．さらに洪水玄武岩への CO2

隔離，大洋中央海嶺への CO2隔離，地熱
地域での CO2隔離などの諸提案は，「鉱物
トラップ」の解明なしには実現しない．ち
なみに大洋中央海嶺への CO2隔離は，米
国コロンビア大学の提唱のように言われて
いるが，1992年にすでにわが国で酒井均
が論じている．超塩基性岩体への反応を利
用した隔離，また CO2ハイドレートの形
態での隔離など，わが国で研究が開始され
たものの中断してしまっている研究課題も
多い．

－参考文献－
Marchetti, C.（1977）Climatic Change, 1, 59-68.

大隅 多加志 （1993） 科学 , 63, 17-21.

杉山 昌広 （2010） 電力中央研究所報告 , 
Y09003.

■一般向けの関連書籍
地球環境産業技術研究機構編（2006） 図
解 CO2貯留テクノロジー，工業調査会．

図 2　二酸化炭素の地中貯留における各隔離メカニズムの時間経過による寄与の変化を示す模式図．経時的な変化の駆動力
はエントロピーの増大 （混合） であったり，化学ポテンシャルの差に基づく化学反応の進行である．本図の作成の参考にし
た IPCC特別報告書にある原図では，経時的に貯留安定性が増加することを強調する矢印が加わっている．なお縦軸は定量
的な意味に乏しいことに留意したい．

地 中貯留での隔離メカニズム
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沈み込み変動に果たす「地殻流体」の役割
東京工業大学 理工学研究科　　高橋 栄一

複数のプレートがせめぎ合う場所に位置する日本列島は，沈み込み変動を研究する上で，地
球上でもっとも恵まれたフィールドといえる．マグマ発生や火山爆発に沈み込むプレート由来の
H2O が重要な役割を担っていることはよく知られているが，プレート境界地震や内陸地震の発生
メカニズムにも流体相が深くかかわっていることが最近明らかになってきた．新学術領域研究「地
殻流体：その実態と沈み込み変動への役割」 （H21~25） は，沈み込み帯の各場所に存在する流
体相の実態とそれが沈み込み変動に果たす役割を，学際的な研究手法を用い，水溶液の分子構
造から日本列島の水循環までのマルチスケールで解明することを目指している．

我々は地殻および最上部マントルに存在
する流体を総称して 「地殻流体」 （geofluid） 
と呼ぶことにする．地殻流体には H2Oを中
心とするさまざまな組成の C-H-O流体，シ
リケイトメルトなどが含まれる．地震・火山・
地殻変動など顕著で巨大スケールの沈み込
み変動に対する従来の研究を，「鉱物粒界
に存在するミクロな流体相の役割」という
新たな視点から再構成するところに本プロ
ジェクトの狙いがある．
東北日本の東西断面の地震波トモグラ

フィー （図 1A） が示すように，日本列島は沈
み込むプレートに含まれる含水鉱物の脱水
分解反応により供給される （H2Oを主成分と
する） 流体によりいわば蒸し焼きの状態にあ

る （図 1C）．地震波トモグラフィーによって
得られる低速度異常構造 （図 1A） は，H2O
の効果で融点が低下しマントルが部分融解
した領域，と解釈されている．沈み込むプ
レートの脱水により発生した流体の移動お
よびマグマ生成を予測する数値シミュレー
ション結果 （図 1B） は，地震波トモグラ
フィーの特徴をよく説明する （Iwamori， 
2007）．
日本列島のある場所で，いかなる理由で，
いかなる規模の地震が， どのように起こるか
を理解するためには，地下構造，応力分布，
断層分布に加えて， 地殻流体がどこにどれだ
け蓄えられ， 摩擦強度がどれだけ低下してい
るかなどの情報が不可欠である．地殻流体
の分布を把握するためには， 高温高圧実験
に基づく含水鉱物の安定領域や流体組成が

出発点となる．さらに， 地震学や電磁気 
（MT） 観測の結果を翻訳するためには，流
体を含む岩石の弾性波速度・減衰率・電気
伝導度・透水率などのマクロとミクロを結
ぶ物性の理解が必要となる．岩石破壊強度
の推定には，いかなる構造で流体が存在す
るか（界面の濡れ方および連結度），存在
する流体の化学組成と分子構造，などの情
報が必要になる （図 1D）．
我々は，本プロジェクト期間内に東北地

方の鳴子火山を中心に稠密なMT観測と地
震観測を実施し，地殻・マントルの構造と
そこに分布する地殻流体の形状と量を解明
し， 「地殻流体マップ」 （Geofluid Map） を作
成することを目指している．地震およびMT
観測の結果を翻訳する基礎として，高温高
圧実験・アナログ実験・計算機シミュレー
ションにより， 流体を含む岩石の地震波速
度・減衰率・電気抵抗などの物性を流体の
組成・量・粒界組織の関数として明らかに
する 「標準岩石モデル」 の構築を目指してい
る．我々はさらに， 沈み込むプレートの脱水
に直接由来する可能性がある火山岩・温泉
水・深層地下水・鉱床に伴う熱水などの成
分分析を行い， これらの流体の起源と非火
山域での地殻流体の循環パターンを推定す
る．以上の観測結果に基づき， 沈み込むス
ラブ－マントル－地殻を一体の系として扱
い， そこでの流体の発生・移動を定量的に
予測可能な 「地殻流体ダイナミクス」 

（Geofluid Dynamics）の創生を目指している．

新学術領域研究 「地殻流体」 は 
観測，実験，ダイナミクスの 3つの研究領
域で構成され， 5つの計画研究， 観測 （地震
観測：東北大学 松澤暢ほか， MT観測：東
京工業大学 小川康雄ほか）， 実験 （組成と
起源：京都大学 小木曽哲ほか， 形態と物性：
東北大学 中村美千彦ほか）， ダイナミクスモ
デル （東京工業大学 岩森光ほか） に分類さ
れる．これらの計画研究は地震， 地球電磁
気，高温高圧実験，岩石， 鉱物， 鉱床， 地
球化学， 火山， 深層地下水， 地球ダイナミク
スなどの異なる分野の専門家 45人で組織さ
れている．総括班は領域代表者 （東京工業
大学 高橋栄一） と各計画研究代表者および
5人の評価役などから構成されている．本
研究の内容を詳しく紹介することは紙面の
関係でできないので，詳細については地殻
流体ホームページ（http://www.geofluids.

T O P I C S 沈み込み帯

図 1　沈み込み変動における「地殻流体」の役割解明のための学際的アプローチ．A: 東北日本における S波速度構造の例 （栗
駒－鳥海断面）．黒点は微小地震，赤丸は低周波微小地震の震源 （Hasegawa and Nakajima, 2004: AGU Monograph）．B: 数値シミュ
レーションによる流体分布の予測．暖色ほど含水量が増え，青は無水，白は 6 wt%以上 （Iwamori, 2007: Chem. Geol. ）．C: 高
圧実験による水循環・マグマ発生と化学輸送のモデル．D: 左から順に，高圧実験によるミクロスケールでの間隙流体の分布
と形態の再現 （Ohuchi and Nakamura, 2006: JGR），透過電子顕微鏡による粒界観察 （Hiraga et al., 1999: Phys. Chem. Min.），分
子シミュレーションによる固体－水・溶液界面のナノスケールモデル （河村 , 2008: 地球化学）．A，CのスケールはBと同様 （深
さ方向 : 200 km，水平方向 : 350 km）．

新 学術領域研究「地殻流体」
の目指すもの

領 域の構成
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titech.ac.jp/） をご覧いただきたい．以下には
現在進行中の計画研究から， 対象とするス
ケールが異なる 2つのトピックスを紹介す
る．

地殻・マントルを構成する岩石の
比抵抗値は，岩石が含む流体の量およびそ
の連結度によって 8桁も変動する．したがっ
て地殻および上部マントルに流体相がどのよ
うに分布しているかを解明する上で，MT観
測は地震波トモグラフィーに比べて多くの利
点がある（Ogawa et al., 2001）．しかしながら，
これまでのMT観測は主として 2次元断面
でしか実施されてこなかった．そこで，新学
術領域研究「地殻流体」では，内陸地震と
火山活動に果たす地殻流体の役割を研究す
る上で立地条件のよい鳴子火山周辺で，従
来に比べて飛躍的に解像度の高い 3次元構
造モデルを得るため， 稠密な地震観測およ
びMT観測を実施する．
図 2にはMT観測の観測点配置計画を示

す．このうち鳴子火山周辺の稠密な観測（図
2左の赤点）は既存の広帯域MT観測装置

を用いて，すでに 2009年秋から開始してい
る．ほぼ同一地域に地震計 50点の臨時稠
密観測網（図 2左の青点）を設置し，分解
能 3 kmの地震波トモグラフィーを実現する
計画である．これらの観測により鳴子火山
を中心とする地域については精密な 3次元
地殻構造が地震波速度および比抵抗の両方
で得られる予定である．
さらに，東北日本の広域をカバーするMT
観測も， 本プロジェクトで実施する （図 2右
の丸印）．この観測は長周期MT観測装置
を用いて行うもので，深さ 100 kmに至る 3
次元比抵抗構造の解明を目指している．東
北地方全域をカバーする既存の地震観測網

（図 2右の黄色四角）により得られる地震波
トモグラフィーと併せて，沈み込み帯スケー
ルでの地殻流体分布解明を目指している．

新学術領域研究「地殻流体」で
は計算機実験と高温高圧実験の両方から，
地殻流体とそれを含む岩石の実態を解明し
ようとしている．東工大の河村らは分子シ
ミュレーション法を用いて，地殻を構成する

種々の鉱物の結晶面について，接触する水
および水溶液の水和構造を検討している．
計算結果の一例を図 3に示す．珪酸塩鉱物
の結晶面と水との界面物性（界面エネル
ギー，親水性・疎水性の程度，電気二重層
など）は，結晶表面の電気化学的性質によっ
て様々な様相を示すことが，精密な分子シ
ミュレーション計算によって明らかにされつ
つある．また，東北大の中村らの高温高圧
実験によって，沈み込み帯の下部地殻に普
遍的に存在している流体に富む角閃岩の粒
間組織が再現された．角閃岩の主要鉱物で
ある角閃石は極めて異方性が強いため，流
体の形状が二面角にはほとんど規定されな
いこと，低エネルギー結晶面に囲まれた空
隙は極めて安定に存在するため鉱物の結晶
方向配列の異方性が流体の連結度に大きな
影響を与え得ること，などが明らかになった．

沈み込み変動に果たす地殻流体の役割に
関心を持つ広範な研究者と交流するコミュ
ニティ作りを目指し，日本地球惑星科学連
合 2010年大会で「地殻流体と沈み込み帯
のダイナミックス」というユニオンセッショ
ンを開催する．沈み込み帯のさまざまな地
学現象に鉱物粒界に存在する流体がどのよ
うにかかわっているのかの定量的な理解に
向け，参加者の熱い議論が期待される．
最初に述べたとおり，新学術領域研究「地
殻流体」は，地震・火山・地殻変動など顕
著で巨大スケールの沈み込み変動を「鉱物
粒界に存在するミクロな流体相の役割」と
いう新たな視点から理解することを目指して
いる．紹介した 2つのトピックスは対象とす
るスケールが大きく異なる研究例である．
我々は専門分野の異なる研究者の学際融合
研究でこれらを結ぶ新しい体系（新学術領
域）を作っていきたいと考えている．

－参考文献－
Iwamori, H.（2007）Chem. Geol., 239, 182-198.

Ogawa, Y. et al. （2001） Geophys. Res. Lett., 
28, 3741-3744.

Sakuma, H. and Kawamura, K. （2009） 
Geochim. Cosmochim. Acta, 73, 4100-4110.

■一般向けの関連書籍
笠原順三ほか編（2003） 地震発生と水 
－地球と水のダイナミクス，東京大学出
版会．

図 2　鳴子火山周辺の広帯域MT観測予定点（左図の赤い点）と東北地方広域の長周期MT観測予定点（右図の大きな○）．
稠密地震観測との共同観測．詳細は本文参照．

図 3　白雲母結晶表面付近の H2Oの分子構造 （Sakuma and Kawamura, 2009に基づく分子シミュレーション）．左図は瞬間的
原子座標を，右図は H2O分子の位置の存在度を示している．（001） 面を横から見た断面図で， 界面近傍の数分子層のみ描い
てある．結晶表面近傍の H2O分子は Kイオンに強く束縛された水和構造を示している．

地 殻流体の電磁イメージング

流 体と岩石物性

分 野融合による新しい体系を
目指して
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B O O K  R E V I E W

現在，地球深部探査船「ちきゅう」による
超深度掘削を中心として，南海沈み込み帯
巨大地震の準備・発生過程を解き明かそう
という大規模な研究プロジェクトが進行中で
ある．本書はそのプロジェクトを中心となっ
て進めている研究者達による決意表明を兼
ねた現状の紹介である．評者もプロジェクト
の末席に連なるものであるが，困ったことに
十分自覚している地学音痴でもある．そこに
本書の書評をせよという命が下った．要は
ちゃんと勉強しておけということと理解して，
じっくり読んでみた．
まず序章では付加体研究の歴史的位置づ

けが示される．一世を風靡したチリ型・マリ
アナ型という沈み込み帯の分類がそう単純で
ないとわかり，むしろ沈み込み帯を特徴付け
る構造として付加体が注目を集めてきた．堆
積物量と付加体の存在の強い相関は比較付
加体学の成功例である．そして付加体研究
に決定的な重要性をもってきた深海掘削研
究の歴史も紐解かれる．1986年バルバドス
に始まる研究の自然な流れが南海超深度掘
削というプロジェクトにつながるのである．

1章は南海沈み込み帯研究の現状について
である．まず過去の巨大地震についての大量

「付加体と巨大地震発生帯  南海地震の解明に向けて」

木村 学，木下 正高 編
東京大学出版会
2009年 8月，292p.
価格 4,600円（本体価格）
ISBN 978-4-13-066709-8

東京大学 大学院理学系研究科　　井出 哲

の既往研究が網羅的に説明されるが，同時
に津波や地震波に基づく巨大地震像について
は 1970年代から進歩が少ないという閉塞感
を漂わせる．一方で構造探査による沈み込み
帯のイメージの鮮明なこと！ 本書では概要の
紹介にとどまるが，地殻速度構造と巨大地震
すべり領域の対応，プレート境界と地震活動
分布の不一致など最新情報への導入として良
い．DSRと呼ばれる反射面，沈み込む海山
や海嶺，分岐断層など，巨大地震発生を支
配する構造についても良いイントロとなって
いる．但し，この章は最終段落で「リモート
センシングにより眺めているに過ぎない」と
総括される通り，本全体の前振りに過ぎない．

2章では海底観察が中心である．はじめに
南海の海底に伊豆方面から大量の堆積物が
送り込まれている様子が解説される．続いて
海底の基本構造，観察の着眼点と変位量推
定法，さらに冷湧水，泥火山やそこに生息す
る生物が紹介される．後半では空隙率や一
軸圧縮強度，温度構造，摩擦係数などの物
理量測定値が測定法とともに示される．多孔
質弾性体理論や水頭拡散率の推定方法につ
いても触れられるがやや天下り的である．

3章では本書の核である付加体についての

議論が展開される．デコルマとは何なのか，
コスタリカやバルバドスとの比較による説明
がわかりやすい．3-2から 3-4にかけては本
書の中でも一番ノッて書かれている部分だろ
う．最初に研究史が語られた後，四万十帯
の観察と解釈，メランジュとシュードタキラ
イトの関係について紹介される．その関係に
ついて仮説が提示されるが，その是非は今後
の研究にかかる．総括として提示される 3つ
のドメイン（外ウェッジ・漸移帯・内ウェッジ）
からなる付加体構造の解釈は，今後皆で議
論を重ねていくための土台として適切である．

4章では連続する数式が他の章と趣を異
にしている．臨界尖形理論である．数式は
追えるように書かれており，ひととおり読む
とわかった気になる．次いでアナログ実験の
結果も示されるので直感的理解も進む．単
なる導入よりやや詳しい講義にそのまま使え
そうな内容である．

5章は孔内モニタリングの現場からの報告
である．これまでの成果が技術的な困難へ
の対応とともに紹介される．CORKという計
器による温度・圧力測定，地震計・歪み計
による観測である．南海ではどこまでできる
だろうか？  本章後半はつい最近の南海掘削
第 1ステージの内容まで含む．まだ観測現
場からの熱気がおさまらずに湯気の漂う内
容である．
本書は決してバランスのとれた教科書では
ない．むしろ最先端の知識を，何年か後に
は否定される可能性も覚悟の上で最大限並
べたものである．地球物理学や地質学の骨
のある内容を含むのですべて理解するのは
困難である．それでも原著論文までのイン
トロとして日本語で理解できるというのは大
変ありがたい．沈み込み帯に興味ある人に
強く勧めたい．
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日本地球惑星科学連合 2010 年大会のご案内

開催日時・会場
　2010年 5月 23日（日）～ 28日（金）
　幕張メッセ国際会議場
　千葉県千葉市美浜区中瀬 2-1（JR京葉線海浜幕張下車徒歩 5分）
総合案内（１階入口正面デスク）
　5月 23日（日）～ 25日（火）8 :00 ～ 17 :00
　5月 26日（水）～ 28日（金）8 :30 ～ 15 :00
　各種案内・受付： 学部生以下・シニア（70歳以上）参加者受付，「パ

ブリックセッション」参加者・講演者受付（23
日のみ）， プレス受付

総合受付（１階入口正面奥カウンター）
　5月 23日（日）～ 25日（火）8 :00 ～ 17 :00
　5月 26日（水）～ 28日（金）8 :30 ～ 15 :00
　各種登録・お支払： 当日登録（全日程券 /24時間券），早期登録者

（差額精算・郵送物受取），会員登録・確認，
懇親会受付，会合受付，名札再発行，各種領収
書発行，クローク（PCを含む貴重品はお預か
りできません）

連合大会本部（2階 205号室）

当日会員登録
　 大会当日， 会場にて会員登録を受け付けております．会員登録さ
れた方は， 参加登録費を会員扱いとさせていただきます．ただし，
2010年度会費 （下記） が必要になります．
　※ 会員・非会員（大会会員）の登録には 4月以降の種別が適用されます．

年会費
　 一般・小中高教員：2,000円／大学院生・研究生*：1,000円 

 *定収入のある場合は除く
当日参加登録
　  本大会から，会員登録は総合受付（当日登録受付カウンター）の

PC端末を使って行っていただきます（登録用紙は使いません）．
お支払いは，クレジットカードまたは現金のみとさせていただき
ます．時間帯によっては混雑が予想されます．余裕をもってご来
場ください．

当日参加登録費
◇全日程券 一　般 小中高教員・大学院生 学部生以下・シニア

会員 13,000円 7,000円 無　料
非会員 20,000円 13,000円 無　料

◇24時間券
会員 6,000円 4,000円 無　料
非会員 13,000円 10,000円 無　料

　 ※ 学部生以下及び 70歳以上の方は，発表の有無にかかわらず，
大会参加登録料が無料になります．名札をお渡しいたしますの
で，総合案内にお越しください．

パブリックセッションのみ参加される方
　 パブリックセッションのみ参加の場合，参加費は必要ありません．
名札をお渡しいたしますので，総合案内にお越しください．

懇親会
　開催日：5月 26日（水）19 :00⊖20 :30
　会　場：中央モール 6ホール前「セントラルカフェテリア」
　会　費： 一般・小中高教員 5,000円，学生 2,000円（会員・非会員共通）

　※当日のお申込み・お支払いは総合受付カウンター「懇親会受付」にて．

ワールドクラスの研究者が研究分野を越えて学生・若手に贈る地球
惑星科学の特別講義シリーズ！ 大会期間中の月曜日から 5日間，毎日
お昼休みに開催します．（会場前にて軽食の販売があります）
日時：2010年 5月 24日（月）～ 28日（金） 12 :30⊖13 :10
会場：国際会議室
■ 5月 24日（月）　山岸 明彦 （東京薬科大学）
　地球生命科学：『 ここまでわかった生命の起原：地球惑星科学と

の関わり』
■ 5月 25日（火）　中川 毅（ニューキャッスル大学）
　地球人間圏科学：『 陸に上がって，そして南を目指そう －古典的

アプローチの生まれ変わりと復権－』
■ 5月 26日（水）　長谷川 昭 （東北大学）
　固体地球科学：『 島弧－沈み込み帯のテクトニクス：地震学の最

前線』
■ 5月 27日（木）　T. N. Krishnamurti （フロリダ州立大学）
　大気海洋・環境科学：『熱帯気象 － 観測と予報 －』
■ 5月 28日（金）　井田 茂 （東京工業大学）
　宇宙惑星科学：『スーパーアース』

今年は 3つの一般市民向けプログラムを開催いたします．参加費
は無料です．皆様お誘い合わせの上，奮ってご参加ください．

O-ES006 　地球・惑星科学トップセミナー
時間◎ 09:45−11:30　会場：国際会議室
内容：地球惑星科学分野における最新の話題を，一般市民向けに分
かりやすく紹介するアウトリーチセッションです．

▼09 :45⊖10 :20　『スノーボールアース』 田近 英一 （東京大学）
かつて地球全体が完全に凍りついていたことが明らかになってき

た．このような考えを「スノーボールアース仮説」と呼ぶ．スノー
ボールアース仮説に基づくと，当時の地層に見られるいくつもの不
思議な特徴を説明することができるが，説明困難な問題もある．本
講演では，スノーボールアース仮説の成立過程を分かりやすく紹介
し，その問題点や地球史における位置づけについて解説する．

▼10 :20 ⊖10 :55　『白亜紀末における巨大小天体衝突に伴う地球環
境擾乱と生物大量絶滅』 多田 隆治 （東京大学）

いまから約6500万年前の白亜紀 /第三紀境界（K/T境界）において，
地球に直径約 10キロメートルの小惑星が衝突し，恐竜が絶滅した
ことはよく知られている．この講演では，白亜紀末に生じたこの衝
突イベントに関する約 30年に及ぶ研究の歴史をわかりやすく紹介
し，その結果得られた認識や小惑星衝突によって生じた地球環境変
動について解説する．

概 要

参 加登録と参加費

一 般市民向けの「パブリックセッション」
5 月 23 日（日）開催

新 企画「スペシャルレクチャー」

N E W S
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▼10 : 55 ⊖11 :30　『破局噴火とはなにか』 高橋 正樹 （日本大学）
一回の噴火によって数 100 ～数 1000 km3もの大量のマグマを噴

出する噴火を 「破局噴火」 と呼ぶ．破局噴火は数万年から数 10万年
に一回起こるきわめて低頻度の噴火現象であるが，今後も十分起こ
り得る．破局的噴火では，成層圏まで上昇した微粒子 （エアロゾル）
が地球全体を覆い包んで太陽光を反射する．この 「火山の冬」 現象
による地球寒冷化は，人類にとって大きな脅威となる．人類はこう
した破局噴火に遭遇していないが，今後もし起こった場合，人類に
とって種の生存をかけた重要な課題となるに違いない．

O-ES005 　ジオパーク
時間◎ 10:45−17:00　会場：302
内容：日本各地のジオパークにおける活動報告と，そこでの研究者
の役割やガイド養成のあり方 について，各地域の運営者と研究者，
ジオパークに関心を持つ人々で議論する．日本ジオパークネット
ワークへ加盟申請した地域のプレゼンテーションは，日本ジオパー
ク委員会の審査も兼ねる．

▼10 : 45⊖10 :55　『ジオパークにおける研究者の役割』
 渡辺 真人 （産業技術総合研究所）

▼10 : 55⊖11 :15　『大学と地域の連携によるジオパークへの取り組み』
 天野 一男 （茨城大学）

▼11 :15 ⊖11 :35　『ジオツーリズムのための自然環境教育プログラム：
琉球大学における実践例』 尾方 隆幸 （琉球大学）

▼11 :35 ⊖11 :55　『自然ガイドと市民を対象にしたジオツアー』
 澤田 結基（産業技術総合研究所）

▼11 :55 ⊖12 :15　『ジオパーク事業を推進する専門職員に求められる
視点』 大野 希一 （島原半島ジオパーク事務局）

▼13 : 45 ⊖14 :05　『島原半島ジオパーク課題と展望』
 杉本 伸一 （島原半島ジオパーク推進連絡協議会）

▼14 : 05 ⊖14 :25　『世界ジオパーク運営における保護という観点の重
要性－世界ジオパークネットワーク調査団の指摘事項から－』 
 竹之内 耕 （糸魚川市ジオパーク推進室）

▼14 : 25 ⊖14 :45　『変動する大地と人間との共生』
 岡田 弘 （洞爺湖有珠山ジオパーク）

▼14 : 55 ⊖15 :15　『阿蘇ジオパーク～火山と人とが共生する大地～』
 池辺 伸一郎 （阿蘇ジオパーク推進協議会）

▼15 : 30 ⊖15 :50　『ジオパークが室戸を変える』
 小松 幹侍 （室戸ジオパーク推進協議会）

▼15 : 50 ⊖16 :10　『火山の博物館「霧島山」－霧島ジオパークへの取
り組み－』 前田 終止 （霧島ジオパーク推進連絡協議会）

▼16 : 10 ⊖16 :30　『伊豆大島・ジオパーク構想』
 大島 治 （伊豆大島火山博物館）

▼16 : 30 ⊖16 :50　『白滝黒曜石遺跡ジオパークを目指して －神秘の森
によみがえる黒曜石，地球と人をつなぐタイムマシン－』 
 和田 恵治 （北海道教育大学）

O-ED001　高校生によるポスター発表
時間◎ 09:00−17:00　会場：ポスター会場，国際会議室
内容：高校生が気象，地震，地球環境，地質，太陽系などの地球惑
星科学分野で行った学習・研究活動をポスター形式で発表します．
高校生にとっては第一線の研究者と接する貴重な機会です．ぜひ直
接議論を交わしに来て下さい．

▼11 :30⊖12 :30　ポスター概要説明 （於：国際会議室）

▼13 : 45⊖15 :15　ポスター発表コアタイム （於：ポスター会場）
 掲示時間／ 09 :00 ～ 17 :00

▼16 : 15⊖17 :00　表彰式 （於：国際会議室）

ユニオンセッションは，地球惑星科学のフロンティアや地球惑星科学
のコミュニティー全体に共通する課題を全研究者に広く周知し，議論
するためのセッションです．

U-001　地球惑星科学の進むべき道：大型研究のありかた
日時◎ 5月 26日（水）09:00−17:00　会場：国際会議室
内容：大型プロジェクト研究は，サイエンスの最前線を切り開く上
で重要な役割を果たしてきた．地球惑星科学の大型研究の特徴は，
海洋掘削・環境・地震・防災・宇宙開発など，多くのものが国策と
して進められることである．そのなかで，いかに主体的なサイエン
スを展開できるのか，またその自主性を確保するにはどのような体
制の整備が必要なのか議論する．

▼09 :05 ⊖09 :35　『地球惑星科学における大型研究のあり方』
 平 朝彦 （海洋研究開発機構）

▼09 :35 ⊖10 :00　『学術会議での大型研究に関する検討について』
 海部 宣男 （放送大学）

▼10 :00 ⊖10 :30　『宇宙惑星科学における大型研究の推進』
 中村 正人 （宇宙航空研究開発機構）

▼10 :45 ⊖11 :15　『未来予測を目指した統合的な地球周辺宇宙空間
の大型観測研究計画について』 湯元 清文 （九州大学）

▼11 :15 ⊖11 :45　『未来予測を目指した統合的な地球環境の観測・
実験・モデル研究計画について』 中島 映至 （東京大学）

▼11 :45 ⊖12 :15　『南極昭和基地大型大気レーダー計画』
 佐藤 薫 （東京大学）

▼13 :45⊖  14 :15　『高エネルギー素粒子地球物理学研究プロジェクト
（ESPRIT）』 大久保 修平 （東京大学）

▼14 :15 ⊖14 :45　『地震・火山噴火予知研究計画の今後』
 平田 直 （東京大学）

▼14 :45 ⊖15 :15　『マントルへの挑戦：モホ面貫通』
 巽 好幸 （海洋研究開発機構）

▼15 :30 ⊖16 :00　『Deep Life & Carbon：科学海洋掘削による海洋底
深部の生命探査と地球生命工学』 
 稲垣 史生 （海洋研究開発機構）

▼16 :00 ⊖16 :30　『地球生命科学の大型研究計画（その１　全地球生
命史研究計画）』 北里 洋 （海洋研究開発機構）

U-002　�金星に旅だった探査機“あかつき”を通して創ら
れる惑星気象学

日時◎ 5月 27日（木）09:00−17:00　会場：国際会議室
内容：世界で初めて惑星気象学の設立を目的として建造された日本
の金星探査機 “あかつき” はついに大地を蹴ってはばたいた．本年
12月には金星に到着し， 約 2年間の観測を通して金星大気のダイナ
ミクスを探る．そこからどの様な金星大気や惑星本体の情報が得ら
れるかを議論する．

▼09 :30 ⊖10 :00　『あかつきが拓く金星気象学』
 今村 剛 （宇宙航空研究開発機構）

▼10 :00 ⊖10 :30　『「あかつき」 金星探査：2ミクロン帯赤外線で探る
金星大気』 佐藤 毅彦 （宇宙航空研究開発機構）

▼10 :45 ⊖11 :15　『あかつき搭載 1 µmカメラ IR1』
 岩上 直幹 （東京大学）

▼11 :15 ⊖11 :45　『「あかつき」 搭載中間赤外カメラ』
 田口 真（立教大学）

▼11 :45 ⊖12 :15　『あかつきデータプロセッシング』
 山田 学 （宇宙航空研究開発機構）

ユ ニオンセッション
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〈口頭発表〉　　パブリックセッション（一般公開プログラム）：無料　　ユニオンセッション　　★インターナショナルセッション　　色分けはポスター発表開催日による

会　場
（定員）

23日（日） 24日（月） 25日（火）
AM1 AM2 PM1 PM2 AM1 AM2 PM1 PM2 AM1 AM2 PM1 PM2

9：00-10：30 10：45-12：15 13：45-15：15 15：30-17：00 9：00-10：30 10：45-12：15 13：45-15：15 15：30-17：00 9：00-10：30 10：45-12：15 13：45-15：15 15：30-17：00

１　
　

Ｆ

101
（140） ★H-SC016：都市化 G-SC020：アウトリーチ

S-MP057：
水素中性子
地球科学

S-IT036：�
地球深部科学 ★S-IT041：溶融地球 ★S-IT042：マントル物性ダイナミクス

ファンクション
ルームA
（180）

★A-CG033：
陸域・海洋相互作用（海洋）

S-RD051：
レアメタル・レアアース P-EM021：宇宙天気 ★P-EM036：CAWSES-II,�ISWI�➡

ファンクション
ルームB
（140）

M-IS012：
結晶成長：界面・ナノ現象

S-MP055：
変形岩と変成岩

M-IS005：
ガスハイドレート

★P-EM027：�
内部磁気圏ダイナミクス

S-TT075：
応力逆解析手法
とその活用

S-CG086：海洋底地球科学�➡

２　
　

Ｆ

国際会議室
（300）

O-ES006：�
地球惑星トップセミナー
（9：45〜11：30）

O-ED001：高校生発表セッション
（11：30〜）

S-SS016：
強震動・地震災害 S-CG081：兵庫県南部地震15年 S-SS018：地震波伝播

201A
（140）

S-CG083：
断層帯の化学 P-EM022：磁気圏電離圏結合 P-PS003：新しい月の科学 P-PS004：惑星科学

201B
（140） S-VC062：火山・火成活動と長期予測 S-CG085：

低周波振動現象 S-VC063：活動的火山 S-VC061：火山の熱水系

202
（70）

G-HE030：
科学史・科学哲学 ★H-GG001：GLP ★H-TT031：

GIS
H-TT032：
地理情報システム H-SC017：商品化農村 H-GG002：フード S-GL045：

地球年代学
M-IS002：
堆積と表層環境

３　
　

Ｆ

301A
（110） S-GC065：固体地惑化 S-MP057：

水素中性子地球科学
★S-SS022：

Earthquake�Predictability�Research
S-SS012：
地震予知

★H-TT030：
環境リモート
センシング

M-IS009：
地球史イベントの
詳細対比

★S-SS025：
What�learned�from�Wenchuan�earthquake

301B
（130） B-BG005：生命-水-鉱物-大気 ★B-AO001：

アストロバイオロジー
B-PT012：
化学合成生態系

の進化
B-PT011：
地球生命史 B-PO021：遠洋域の進化 ★B-PO020：

生物鉱化作用と古海洋

302
（200） O-ES005：ジオパーク U-004：地殻流体と沈み込み帯 S-CG004：

地殻流体と沈み込み帯
S-SS023：

関東アスペリティ

303
（200） ★M-IS010：Deep�Carbon�Cycle ★S-SS019：南海トラフ地震発生帯掘削 S-SS027：

連動型巨大地震 P-EM029：３学会合同プラズマ物理-4 P-EM030：

304
（160） ★P-PS001：火星

M-GI018：
地球情報と
３次元モデル

M-IS011：
変わる年代のものさし M-IS007：地球掘削科学 S-CG090：流体包有物

展
示
ホ
ー
ル
７

展示ホール７
別室１
（160）

G-EJ001：
小中学校教育

P-EM026：
宇宙プラズマ

P-EM028：
３学会合同プラズマ物理-1

P-EM031：
３学会合同プラズマ物理-2

P-EM032：
３学会合同プラズマ物理-3 S-CG084：地層処分

展示ホール７
別室２
（85）

S-MP056：
鉱物の物理化学

G-SU011：
高校学校・大学教育

S-CG082：
岩石・鉱物・資源

M-GI015：
情報地球惑星科学 S-EM032：地磁気・古地磁気

A-HW019：
流出予測：

分類と閾値抽出
展示ホール７
別室３
（70）

H-SC015：
人間環境と災害リスク

H-SC019：
ダム堆積物

H-SC018：
自然素材の�
高度利活用

H-DS021：地質災害 H-GM005：地形
S-GL046：
地域地質と
構造発達史

〈ポスター発表〉コンベンションホール　　ポスター共通コアタイム�▶17：15-18：45　　ポスター掲示時間�▶10：00-19：30

開催
セッション

◆O-ED001：O-ES005：★P-PS001：P-EM022：P-EM026：
P-EM031：★A-CG033：★H-GG001：H-SC015：★H-SC016：
H-SC018：H-SC019：★S-SS019：S-RD051：S-MP055：
S-MP056：S-MP057：S-VC062：S-GC065：S-CG085：
B-BG005：G-EJ001：G-SU011：G-SC020：G-HE030：
M-IS012：◆M-IS050

U-004：P-PS003：P-EM021：★P-EM027：P-EM028：
P-EM033：H-SC017：H-DS021：★H-TT030：★H-TT031：
H-TT032：S-SS012：S-SS016：★S-SS022：S-SS027：
S-IT036：★S-IT041：S-CG081：S-CG082：★B-AO001：
B-PT011：B-PT012：M-IS005：M-IS007：M-GI015：
M-GI018：◆M-TT035

P-PS004：P-EM024：P-EM032：P-EM034：P-EM035：
★P-EM036：A-HW019：H-GG002：H-GM005：H-DS024：
S-SS013：S-SS017：S-SS018：S-SS020：S-SS023：
S-SS024：★S-SS025：S-EM032：◆S-IT035：★S-IT042：
★◆S-IT043：S-GL045：S-GL046：S-VC061：S-VC063：
S-TT075：S-CG084：S-CG086：S-CG090：★B-PO020：
B-PO021：M-IS002：M-IS009

* 下線付きのセッションは別の時間帯にコアタイムを設定しています。後日（4月上旬）掲載いたしますので，大会案内HPの�“プログラム”�ページで必ず時間をご確認下さい。

▼13 :45 ⊖14 :15　『あかつき搭載 LACによる雷放電および夜間大気
光観測』 高橋 幸弘 （北海道大学）

▼14 :15 ⊖14 :45　『金星大気力学の理解に向けて』
 小郷原 一智 （京都大学）

▼14 :45 ⊖15 :15　『金星中層大気大循環モデルを用いた惑星スケール
波のモデリング』 山本 勝 （九州大学）

▼15 :30 ⊖16 :00　『地上望遠鏡を用いた金星酸素分子大気光分布の
観測』 大月 祥子 （宇宙航空研究開発機構）

▼16 :00 ⊖16 :30　『金星探査機あかつきと北海道大学 1.6 m光学反射
望遠鏡との金星同時観測』 福原 哲哉 （北海道大学）

U-003　�極域科学の新時代�−南極大型大気レーダーを軸
として−

日時◎ 5月 28日（金）09:00−12:15　会場：ファンクションルームA
内容：PANSYは，世界初の南極大型大気レーダーを昭和基地に設
置し，対流圏・成層圏・中間圏・熱圏／電離圏に及ぶ高度領域を高
精度・高分解能で連続観測を行い，地球気候の中で極域が果たす役
割を定量的に明らかにすることを目的とした大型計画である．来年
度建設されるこの PANSYレーダーを軸に，大気に限らず広く極域
科学について議論する．

▼09 :00 ⊖09 :15　『南極観測 50年の歩みと昭和基地大型大気レー
ダー（PANSY）』 山内 恭 （国立極地研究所）

▼09 :15 ⊖09 :30　『PANSYの目指す大気科学』 佐藤 薫 （東京大学）

▼09 :45 ⊖10 :00　『PANSYレーダーによる電離圏観測』
 齊藤 昭則 （京都大学）

▼10 :15 ⊖10 :30　『南極昭和基地大型大気レーダーの技術』
 堤 雅基 （国立極地研究所）

▼10 :45 ⊖11 :00　『南極氷床コアから探る過去のグローバル気候変動』
 川村 賢二 （国立極地研究所）

▼11 :00 ⊖11 :15　『南極氷床を巡る生物探査の新展開』
 伊村 智 （国立極地研究所）

▼11 :15 ⊖11 :30　『カメラで見る南極大気現象』
 武田 康男 （第 50次日本南極地域観測隊）

▼11 :30 ⊖11 :45　『海洋深層循環における南極域の役割』
 羽角 博康 （東京大学）

▼11 :45 ⊖12 :00　『南極・南大洋域の大気循環とその変動 －成層圏・
対流圏・海洋結合系の観点から－』 中村 尚 （東京大学）

▼12 :00 ⊖12 :15　『南極から見る宇宙』 中村 卓司 （国立極地研究所）

U-004　�地殻流体と沈み込み帯のダイナミックス
日時◎ 5月 24日（月）09:00−17:00　会場：302
内容：日本列島を特徴づける，地震・火山活動など沈み込み変動現
象の多くに鉱物粒界に存在する H2Oなどの流体（地殻流体）が深
くかかわっている．流体の組成・組織・物性・移動・岩石との相互
作用を，観測・野外調査・実験・分析・理論計算など学際的な研究
手法で検討する．
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26 日（水） 27日（木） 28日（金） 会　場
（定員）AM1 AM2 PM1 PM2 AM1 AM2 PM1 PM2 AM1 AM2 PM1 PM2

9：00-10：30 10：45-12：15 13：45-15：15 15：30-17：00 9：00-10：30 10：45-12：15 13：45-15：15 15：30-17：00 9：00-10：30 10：45-12：15 13：45-15：15 15：30-17：00
★S-IT039：

サブダクション帯の水 ★S-IT040：マントルモデルと可観測値 ★S-CG089：島弧進化
S-TT073：
地震観測・�
処理システム

★A-AS004：降水プロダクト
M-IS014：
皆既日食時�

大気圏－電離圏
101
（140）

１　
　

Ｆ
➡ P-EM024：磁気圏物理 A-EM011：

大気圏・熱圏下部 P-EM025：電離圏・熱圏 U-003：南極科学の新時代 S-SS015：地殻構造
ファンクション
ルームA
（180）

➡ S-SS026：地震学的観測結果の解釈 A-HW015：同位体水文学2010 ★M-SD030：
小型科学衛星

M-GI017：
逆問題解析の新展開

ファンクション
ルームB
（140）

U-001：進むべき道：大型研究 ★U-002：金星探査機 “あかつき” ★M-AG022：アジアの自然災害 国際会議室
（300）

２　
　

Ｆ

M-AG021：温暖化防止 P-PS002：
宇宙惑星固体物質 S-TT071：物理探査 P-PS010：

巨大惑星・衛星・系外惑星 S-GD002：重力・ジオイド S-GD001：測地学一般 201A
（140）

S-TT074：
空中地球計測 H-DS022：ヒマラヤの氷河湖決壊洪水 ★A-AS005：ABC-Asia M-GI016：

地球環境観測データの行方 A-AS001：大気化学 201B
（140）

★A-GE030：
物質移動と環境評価 S-IT038：海洋リソスフェアの一生 ★M-IS001：大気電気学

★A-EM012：
Atmospheric�

effects�of�lightning
A-AS006：赤道ファウンテン 202

（70）

P-PS005：
太陽系小天体の科学

P-PS007：
将来月惑星探査構想

P-PS002：
宇宙惑星固体物質 P-PS009：隕石解剖学 P-EM023：

太陽圏 P-CG040：惑星大気圏・電磁圏 301A
（110）

３　
　

Ｆ

B-PT013：
顕生代環境変動

★S-EM033：
EM�induction�studies�
in�land�and�ocean

S-EM031：
地球内部電磁気学

B-PT014：
低緯度域の気候変動 A-AS003：成層圏過程と気候 A-CG031：北極域の科学 A-AS002：最新の大気科学 301B

（130）

S-SS020：断層レオロジーと地震発生 S-SS013：
地震活動

S-CG087：
プレート収束帯の変形運動 S-SS021：内陸地震 S-CG088：ひずみ集中帯 302

（200）

３学会合同プラズマ物理-5 P-EM035：３学会合同プラズマ物理-6 P-EM033：
３学会合同プラズマ物理-7

P-EM034：
３学会合同�
プラズマ物理-8

S-SS011：
地震発生の物理・震源過程

M-IS003：
津波

303
（200）

S-SS024：
首都直下プロジェクト

A-HW016：
都市域の地下水・環境地質 H-DS023：緊急地震速報 S-SS014：地殻変動 ★P-PS006：初期太陽系 ★P-PS008：

地球と系外地球の形成進化
304
（160）

S-SS017：活断層と古地震
H-DS024：
活断層と�

地震災害軽減
S-TT072：
合成開口レーダー H-QR010：ヒト－環境系 A-PE025：古気候・古海洋 A-CC022：氷床・氷河コア

展示ホール７
別室１
（160） 展

示
ホ
ー
ル
７

A-CG032：海と陸－過去,現在,モデル B-BG006：
サンゴ礁

M-IS008：
地震・火山�
電磁気現象

S-IT037：レオロジーと物質移動 A-HW018：
流域水文地質と物質輸送

A-CG034：
陸域・海洋相互作用（陸域）

展示ホール７
別室２
（85）

A-HW017：
水循環・水環境

M-IS006：
陸域の生物地球化学

A-CC023：
雪氷圏と気候 A-CC021：雪氷学 M-IS004：

地球流体力学
H-QR011：

沖積層研究の新展開 M-IS013：宇宙気候学
展示ホール７
別室３
（70）

P-PS005：P-PS007：P-PS010：P-EM025：P-EM029：
P-EM030：A-EM011：A-HW016：A-HW017：★A-GE030：
A-CG032：H-QR010：H-DS023：S-SS021：S-EM031：
★S-EM033：S-IT037：S-IT038：★S-IT039：★S-IT040：
S-TT071：S-TT073：S-TT074：S-CG087：★S-CG089：
B-BG006：B-PT013：M-IS006：M-AG021

P-PS002：★P-PS006：P-PS009：P-EM023：P-CG040：
A-AS001：A-AS002：A-AS003：★A-AS004：★A-AS005：
★A-EM012：A-HW015：A-HW018：A-CC021：A-CC022：
A-CC023：A-PE025：A-CG031：A-CG034：H-QR011：
S-GD001：S-GD002：S-SS011：S-SS014：S-SS015：
S-TT072：★◆S-TT076：S-CG088：B-PT014：★M-IS001：
M-IS003：M-IS004：M-IS008：M-IS013：M-IS014：M-GI016：
M-GI017：★M-AG022：★M-SD030

ポスター発表はありません 開催
セッション

*◆印のセッションはポスターのみ　→　�O-ED001：高校生発表セッション，S-IT035:テクトニクス，★S-IT043：大陸移動の原因について，
★S-TT076：Advances�in�Gravity�and�Magnetic�methods，M-TT035：地図・空間表現，M-IS050：2010年チリ地震・津波

▼09 : 00 ⊖09 :20　『Seismic constraints on slab dehydration and deep 
water transportation beneath Japanese islands』 
 川勝 均 （東京大学）

▼09 : 20 ⊖09 :40　『東海下の構造と地震発生に果たす水の役割』
 加藤 愛太郎 （東京大学）

▼09 : 40 ⊖10 :00　『Linking deformation of serpentine, anisotropy and 
seismicity of subduction』 
 Bruno Reynard （CNRS ENS Lyon France）

▼10 : 00 ⊖10 :30　『地震・火山・地殻変動と地殻流体』
 長谷川 昭 （東北大学）

▼10 : 45 ⊖11 :05　『地殻流体の電磁イメージング』
 小川 康雄 （東京工業大学）

▼11 :05 ⊖11 :25　『流体を含む岩石の電気伝導度』
 芳野 極 （岡山大学）

▼11 :25 ⊖11 :45　『深部低周波地震に関連するNaCl-CO2型熱水につ
いて：その成因についての考察』 
 風早 康平 （産業技術総合研究所）

▼11 :45 ⊖12 :15　『松代群発地震と水噴火の意味』
 塚原 弘昭 （信州大学）

▼13 : 45 ⊖14 :15　『鉱物粒界水の分子シミュレーション』
 河村 雄行 （東京工業大学）

▼14 : 15 ⊖14 :35　『マントル深部流体の実態と挙動』
 三部 賢治 （東京大学）

▼14 :35 ⊖14 :55　『粒界に存在する流体が岩石物性やダイナミクスに
与える影響』 武井 康子 （東京大学）

▼14 :55 ⊖15 :15　『地震発生時の流体岩石相互作用』
 石川 剛志 （海洋研究開発機構）

▼15 :30 ⊖16 :00　『き裂系における地殻流体の移動』
 土屋 範芳 （東北大学）

▼16 :00 ⊖16 :20　『浅層地下水系への深部流体の混入について』
 安原 正也 （産業技術総合研究所）

▼16 :20 ⊖16 :40　『ヨウ素 129を用いた深層塩水の起源』
 村松 康行 （学習院大学）

▼16 :40 ⊖17 :00　『沈み込み帯の流体プロセスと水循環ダイナミクス』
 岩森 光 （東京工業大学）

期間：5月 23日（日）10 :00 ～ 28日（金）16 :00
内容：大学・研究所・研究団体・企業・出版社などによる最新プロ
ジェクト等の公開・研究発表・情報交換交流の場です．関係書籍の
販売もおこなっております．是非お立ち寄りください．

★団体展示ブース　場所：2階中央ロビー
【企業】　アイティーティー・ヴィアイエス㈱／アイネクス㈱／応用地震計測㈱
／オックスフォード・インストゥルメンツ㈱／㈱計測技研／三洋貿易㈱／㈱
ジオシス／ジオサーフ㈱・ライカジオシステムズ㈱／㈱セントラルコーポレー

各 種展示
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■会場周辺案内図
池袋
Ikebukuro

新宿
Shinjuku

渋谷
Shibuya 品川

Shinagawa

舞浜
Maihama 南船橋

Minami-Funabashi

四谷
Yotsuya 秋葉原

Akihabara 千葉
Chiba

東京
Tokyo

新木場
Shin-Kiba

八丁堀
Hatchobori

上野
Ueno

ディズニーリゾートライン
Disney Resort Line

バス
Bus
蘇我
Soga

成田
Narita

JR京葉線 JR Keiyo Line

成田空港
Narita Airport

西船橋
Nishi-Funabashi

幕張本郷
Makuharihongo

JR武蔵野線 JR Musashino Line
JR総武線（各駅停車） JR Sobu Line Local Train
JR外房線・内房線 JR Sotobo Line / Uchibo Line
JR成田線 JR Narita Line
JR山手線 JR Yamanote Line

海浜幕張
Kaihinmakuhari

■会場周辺グルメ情報

■会場までのアクセス

ション／測位衛星技術㈱／㈱地球科学総合研究所／白山工業㈱／㈱日立ハ
イテクノロジーズ／㈱物理計測コンサルタント

【研究機関】　GNS Science, Rafter Radiocarbon Lab.（New Zealand）／国土交
通省国土地理院／国立天文台 ALMAプロジェクト／太陽観測衛星「ひので」
プロジェクト／宇宙航空研究開発機構宇宙科学研究所／金星探査機あかつ
き／気象庁地震火山部／独立行政法人産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンター／独立行政法人情報通信研究機構／独立行政法人防災科学技術研究
所／独立行政法人海洋研究開発機構／統合国際深海掘削計画（IODP）／高
知コアセンター／大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学
研究所

【大学関係機関ほか】　名古屋大学太陽地球環境研究所／東京大学大気海洋
研究所／東京大学地震研究所／東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学
専攻／新学術領域研究「超深度掘削が拓く海溝型巨大地震の新しい描像」／
大学間連携事業『超高層大気長期変動の全球地上ネットワーク観測・研究』
／東北大学グローバル COEプログラム「変動地球惑星学の統合教育研究拠
点」／名古屋大学グローバル COE「宇宙基礎原理の探求」／グローバル COE
プログラム「先進的実験と理論による地球深部物質学拠点」／ Asia Oceania 
Geosciences Society（AOGS）／ European Geosciences Union（EGU）／ Munich 
GeoCenter（Germany）／東京地学協会

★大学インフォメーションパネル　場所：2階ロビー入口
北海道大学創成研究機構同位体顕微鏡システム／会津大学／筑波大学大学
院生命環境科学研究科地球科学専攻／東京大学地殻内流体研究グループ／
立正大学大学院地球環境科学研究科／名古屋大学大学院環境学研究科地球
環境科学専攻／大阪大学大学院理学研究科宇宙地球科学専攻／岡山大学地
球物質科学研究センター HACTOグループ

★書籍出版展示　場所：1階ラウンジ
出展団体（五十音順）：㈱朝倉書店／エルゼビア・ジャパン㈱／㈱クバプロ
／㈱恒星社厚生閣／一般社団法人京都大学学術出版会／共立出版㈱／ケン

ブリッジ大学出版局／㈱古今書院／シュプリンガージャパン㈱／地学団体
研究会／テラパブ／㈶東京大学出版会／㈲ブックマン／㈱ニホン・ミッ
ク／㈱ニュートリノ／ NPGネイチャーアジア・パシフィック／ United 
Publishers Services Limited ／ Wiley-Blackwell

★関連商品展示　場所：2階国際会議室前ホワイエ
出展団体（五十音順）：㈲海猫屋／㈱テラハウス／㈱渡辺教具製作所

★学協会エリア　場所：2階国際会議室前ホワイエ
出展団体（五十音順）：日本火山学会／日本古生物学会／日本地震学会／
日本測地学会／日本大気電気学会，日本地球化学会／地球電磁気・地球惑
星圏学会／日本地質学会

★パンフレットデスク　場所：2階コンベンションホール（28日のみ 1階）
出展団体（五十音順）：アジア航測㈱／NTシステムデザイン／㈲オーレック
／㈱近計システム／ジオネットワークつくば／特定非営利活動法人地学オリ
ンピック日本委員会／朝永振一郎記念第 5回「科学の芽」賞／日本ニューメリ
カルアルゴリズムグループ㈱英語論文校正事業部／㈱パレオ・ラボ

　5月 24日（月）12 :30－13 :30　 理事会▶203
　5月 25日（火）17 :15－20 :00　「 若手研究者育成」をテーマとした

拡大小委員会会合▶302
　5月 26日（水）12 :30－13 :30　 学協会長会議▶101
　5月 26日（水）17 :15－18 :45　 定時社員総会▶国際会議室
　5月 27日（木）17 :30－18 :30　新理事会▶203

連 合関連会議
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①職種②分野③着任時期④応募締切⑤ URL

日本海洋事業株式会社 海洋科学部
①観測技術員 若干名 ②深海調査研究船「か
いれい」や海洋調査船「かいよう」等に乗
船し，マルチチャンネル反射法地震探査シ
ステム，シングルチャンネル反射法地震探
査システム，海底地震計等を運用して，研
究者の研究活動を支援するため，海洋物理
探査に係わる研究調査計画の検討・調整か
ら，反射法地震探査データの取得，屈折法
地震探査や自然地震観測データの取得，船
舶搭載の実験設備や関連機器の保守・整
備・技術開発，取得データの処理解析およ
び管理提供まで一貫した「海洋物理探査技
術に係わる業務」を行う．③ H22.07.01を
予定 ④ H22.05.17 ⑤ http://www.nmeweb.jp/
recruit_infomation.html

農業環境技術研究所
①若手育成型任期付研究員 (任期 5年間 ) 
I ～ IIIそれぞれ 1名 ② I. 同位体を用い
た農業生態系と大気間のガス交換の動的
解明，II. 農耕地からの温室効果ガス排出
削減と土壌炭素蓄積を基幹とした温暖化
緩和策に関する研究，III. 農業活動が環
境に及ぼす影響の総合的な評価手法の開
発．③ H22.08.01からなるべく早い時期 
④ H22.05.21 ⑤ http://www.niaes.affrc.go.jp/
saiyo/100401b.html

東京大学 地震研究所
地震予知研究センター
①助教 1名 ②変動地形学分野．変動地形
学・地質学的な手法によって長時間の非弾
性変形を定量化し，活断層や震源断層の形
状など，地殻構造と合わせて総合的モデル
化を行い，リソスフェアーのダイナミクス
に関する研究を推進する人材を募集する．
また，採用後は本学教授・准教授と協力し
て，大学院教育にも携わる事が期待される．
③決定後できるだけ早い時期 ④ H22.05.31 
⑤ http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/recruit/H22/
hendouchikei.pdf

広島大学 大学院理学研究科
地球惑星システム学専攻
①教授 1名 ②地球惑星システムにおける

募情報公 地球惑星進化学，地球ダイナミクス，地
球環境学に関連した分野 ③採用決定後な
るべく早い時期 ④ H22.05.31 ⑤ http://www.
hiroshima-u.ac.jp/upload/0/saiyo_syusyoku/
kyoinkobo/20100318rigaku.pdf

広島工業大学 環境学部
地球環境学科
①教授，准教授または助教 1名 ②地球環
境科学に関する分野．「大気水圏の科学」

「地球科学実習」「地球科学概論」「災害
とくらし」「地球環境物理学」等の科目を
担当． ③ H22.09.01 ④ H22.05.31 ⑤ http://
hirokoudai.jp/13tsurugakuen/03_saiyo.html

東京大学 地震研究所
海半球観測研究センター
①准教授 1名 ②グローバル地震学分野．
海半球観測研究センターでは，海陸の広帯
域地震観測による地球内部ダイナミクスの
研究を推進している．本公募では，同セン
ターの観測グループと連携し，地球内部構
造のイメージングに関する研究を行い地球
内部ダイナミクスの解明に貢献する人材を
募集する．なお，大学院教育に携わるこ
とも期待されている．③決定後できるだ
け早い時期 ④ H22.06.14 ⑤ http://www.eri.
u-tokyo.ac.jp/recruit/H22/global.pdf

兵庫県立大学 環境人間学部
①教授もしくは准教授 1名 ②防災，安
全・安心に関わる分野及びその関連分野．
災害の機構や工学的防災技術にとどまら
ず，防災や安全・安心を人間やその社会
との関わりの中でとらえる幅広い視野が
望まれる (工学系，社会学系，心理学系
など )．実際的かつ地域との連携を重視す
る研究・教育ができる，独創性にあふれ
た意欲的な人材を求める．③ H23.04.01 ④
H22.06.30 ⑤ http://www.shse.u-hyogo.ac.jp/
others/employment/files/bousai.pdf

公募求人及びイベント情報をお寄せ下さい
JGLでは，公募・各種イベント情報を掲
載してまいります．大学・研究所，企業
の皆様からの情報もお待ちしておりま
す．ご連絡は http://www.jpgu.org/まで．

www.stallardediting.com

地球科学系の英文校正は，スタラード・サイエンティフィック社
のアーロン・スタラード博士（構造地質学）にお任せ
ください．貴方の学術論文をネイティブレベルの完璧な
英語になるまで校正します．

your trusted partner in 
English-language excellence

Stallard Scientific Editing

日本円建てによるお見積り，お支払いをお取り扱いしております．
オンラインでクレジット払い，または銀行振込（校費・科研費払い）にも対応．

公募及びイベントの最新情報は webに随時掲載しております．http://www.jpgu.org/をご覧下さい．
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貴社の新製品・最新情報を JGL
に掲載しませんか？

JGLでは，地球惑星科学コミュニティへ新
製品や最新情報等をアピールしたいとお考
えの広告主様を広く募集しております．本
誌は，地球惑星科学に関連した大学や研究
機関の研究者・学生に無料で配布しており
ますので，そうした読者を対象とした PRに
最適です．発行は年 4回，発行部数は約 3
万部です．広告料は格安で，広告原稿の作
成も編集部でご相談にのります．どうぞお
気軽にお問い合わせ下さい．詳細は，以下
の URLをご参照下さい． 
　http://www.jpgu.org/publication/ad.html

【お問い合わせ】
JGL広告担当　宮本英昭

（東京大学 総合研究博物館）
　Tel 03-5841-2830
　hm@um.u-tokyo.ac.jp

【お申し込み】
　一般社団法人日本地球惑星科学連合 事務局
　〒 113-0032　東京都文京区弥生 2-4-16
　学会センタービル 4階
　Tel 03-6914-2080
　Fax 03-6914-2088
   office@jpgu.org

個人会員登録のお願い
このニュースレターは，個人会員登録さ
れた方に送付します．登録されていない
方は，http://www.jpgu.org/にてぜひ個人
会員登録をお願いします．どなたでも登
録できます．すでに登録されている方も，
連絡先住所等の確認をお願いします．

表紙画像：イタリア・モンテサンニコラ露頭


